
 

 

 

 

 

◇副院長あいさつ 

◇外来だより           …新しい内視鏡術「NBI」導入 

              …「二酸化炭素送気装置」導入 

◇薬剤科だより          …インフルエンザシーズン到来 

◇連携医院紹介        …ゆかわ脳神経外科さん 

◇クリニックだより     …訪問診療&ピラティス 

◇地域連携室より      …2人体制になりました 
◇部門の紹介            …病院事務 
◇一緒に働きませんか? …看護部&薬剤科 

◇外来担当表＆案内図 

◇編集後記 

 

  

早いもので、木阪病院に来てから5年がたちました。思えば、 

医学部の学生だったころ尊敬する教授に、「患者さんを、自分の身内 

だと思って診なさい。」と言われ、つらいときにはその言葉をいつも 

思い出して、なんとか今まで仕事ができたのだと思います。 

実際に『ミトコンドリアイブ』（16万年前にアフリカに住んでいた 

女性で、現代の人類は全てその女性のミトコンドリアＤＮＡを持って 

いるらしい）という説からすれば、ある意味人類は皆兄弟なのかも知れません。その昔、戸締り用心、 

火の用心とおっしゃっていた某協会の会長も言っておられましたね。（若い人にはわからないかも。） 

もちろん支えてくれた、まわりのスタッフにも感謝 

です。医者だけでは医療はできません。看護師、 

介護士、薬局、放射線科、リハビリのスタッフや、 

事務、管理の方々、全てがあってやっと病院が成り 

立ち、また患者様から信頼いただけると考えています。 

木阪病院も現状に満足せず、皆様方のご支援を 

頂きながらより良い病院を目指して、一歩ずつ進んで 

いきたいと思います。 
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近年わが国において、がんにかかる患者さんは増加しています。その中でも｢大腸がん｣の増加は深刻です。 

がんは早期発見により、大きな手術をせず内視鏡で取り除ける可能性が高くなります。しかし、初期のがんは

自覚症状がほとんどありません。大切なのは、自覚症状がなくても定期的に検診を受けることです。 

内視鏡検査は近年どんどん進化し、負担の尐ない極細内視鏡や高画質画像のハイビジョン内視鏡などが登場

しています。その中でも特に注目を集めているのが｢NBI｣という技術を用いた内視鏡検査です。 

｢N B I｣とは？ 

Narrow Band Imaging（狭帯域光観察）の略で、 

特殊な光を使って粘膜表面を観察する内視鏡の新しい 

技術です。がんの早期発見につながる技術として今、 

世界中で注目されています。東広島の病院ではまだ 

数ヶ所でしか導入されていない新しい内視鏡検査です。 

早期発見のために、より技術の向上したNBI 内視鏡 

でぜひ検査を受けてみてはいかがでしょうか。 

  

いよいよインフルエンザシーズンの到来です。今日はインフルエンザ関連のお薬について。 

「タミフル」…2007年の転落死報道で日本中に知れ渡る薬となりましたが、発売されてから約10年に  

なるお薬です。それまでインフルエンザは、対症療法（熱さましなど）や自然治癒力に頼らざるを得ない、 

いわゆる「寝て治す」病気でした。そのため、タミフルの登場はとても画期的なものだったのです。その後、

吸入薬のリレンザ、注射薬のラピアクタ、1回の吸入で効果を表すイナビル、と新しい治療薬が出てきました。 

この「抗ウイルス薬」の飲み方には、ポイントが3つあります。 

Point1「抗ウイルス薬」はウイルスを「殺す」お薬ではなく、「増える」のを抑えるお薬です。そのため、

できるだけ早い内に飲み始めることが大切です。 Point2 ウイルスが尐ないほど体の免疫力が有利です。   

そして、熱がさがってもウイルスは体の中にいます。したがって、お薬は日数分飲みきってください。抗ウィ

ルス薬に触れて、慣れたウイルスを野放しにすると「耐性ウイルス」へと変化していきます。 Point3 熱さま

しの使用には注意しましょう。小児のインフルエンザ脳症と熱さましは、関係しているのではないかと言われ

ています。通常インフルエンザの時には、その心配が尐ないカロナール、アンヒバといった「アセトアミノフ

ェン」と呼ばれる熱さましを使用します。市販薬にも注意が必要です。発熱は体がウイルスと戦っている証拠

ですので、必ずしも熱をさげる必要はありません。ただし、お子様や高齢者の方で水分が摂れないようであれ

ば、積極的にお薬を使って熱を下げてあげてください。しっかり食べて、寝て、手洗いうがいをして、正しく

薬を使って、インフルエンザシーズンを乗り切りましょう！！ 

 

NBI 画像        通常光画像 

※拡大内視鏡で同じ部位を撮影した写真です。 

 

従来の大腸内視鏡検査においては、大腸カメラを通して腸内へ空気を 

入れていました。このため、検査後にお腹が張った感じが残っていました。 

しかし、今回導入した装置は空気ではなく炭酸ガスを使用することで、 

腹満感（お腹が張った感じ）・腹痛が軽減され、楽に検査を受けることが 

できます。また、炭酸ガスは身体に害はないのでご安心ください。 

 



 

 

 

【訪問診療のご案内】 寒さ厳しい季節となり、体調管理が大切な時期になりました。当クリニックでは、

通院の困難な方等に対し、医師・看護師が訪問診療を行っています。訪問診療では、患者様の医療・健康管理・

健康相談等を行っています。また、地域との連携を密にし、ひとりひとりに必要な医療・看護を継続して提供

できるように努めています。訪問診療は、毎週火曜日の午前中に西条・高屋・八本松・志和など様々な方面へ 

行っています。ご希望がありましたらお気軽にご相談ください。 

【ピラティスのご案内】 クリニックでは、月に２回、ピラティスを行っています。 

ピラティスとは・・・体を自然なアライメント（整列線、一列線）に戻し、ストレスなく動くことのできる 

正しい姿勢や動きを、改めて体に覚えこませることを目的として考案されたものです。このエクササイズによ

り、体を中心から鍛えることで体の安定を獲得し、四肢（上下肢、両腕及び両脚）をスムーズに動かすことが

出来ます。最近、腰や背中が曲がってきたな、腰が痛いな、関節痛があるな、体型を改善したいな、運動丌足

だな・・・とお思いの方！ピラティスを行うことで、体の柔軟性の向上、関節可動域の拡大、円滑な動作が可

能となる等、いろいろな効果が見込まれます。これから一段と寒くなっていきますが、そんな寒い冬に打ち  

勝ち、強くしなやかな体を手に入れるためにも、是非参加してみませんか？職員一同、お待ちしております。 

  

 

今回は、平成23年 9月に開院された  

ゆかわ脳神経外科クリニックさんを紹介します 

院長である湯川先生の趣味は魚釣りだそうです。 

取材時も海釣りについて熱く語ってくださいました。 

当クリニックでは、わかりやすい説明を
心がけ患者さんの同意に基づいて、最適な
医療を提供できるように努めております。 
また、高精度 MRI を導入し、高度な  
検査・診断を行うことで異常の早期発見・
治療を目指しています。 
 

 
 

脳卒中が心配、頭痛、めまい、手足の  
しびれ、もの忘れ等の症状を詳しく   
お聞きし、十分な診察・検査のもと、  
「納得の医療」を実践します。 
「かかりつけ医」として、脳卒中予防の
観点から、生活習慣病の診察をいたしま
す。入院や高度な医療が必要な場合には、
関連病医院との迅速かつ緊密な連携を 
図り、疾患に応じた最良の医療が受けられ
る体制を作り上げています。 

Ẇ  Yukawa Neurosurgical Clinic 

ゆかわ脳神経外科クリニック 
東広島市西条土不丸5-9-34 
TEL: ０82-493-6177 
FAX: ０82-493-6178 

【 】 
脳神経外科/神経内科/内科 

【 】 
午前： 8：45～12：00 
月・火・水・木・金・土 

午後：14：30～18：00 
月・火・木・金 

休診日：日曜、祝日 

院長：湯川 修（ゆかわ おさむ） 皆さんのご来院をお待ち 
しております。ご丌明な点が
ありましたら、遠慮なく  
お問い合わせください。 

お問い合わせは、クリニックまで。 

TEL：０８２－４２２－２５０２ 

平素は当院の地域医療連携にご支援を賜わりまして厚く御礼申し上げます。当院

の地域医療連携室は、今以上に地域連携に力を入れるべく医療ソーシャルワーカー

を 2 名体制とし、入退院・転院相談をはじめ、社会福祉制度・福祉サービス等の  

医療福祉相談に応じて参ります。今後ともより一層のご指導、ご支援を賜わります

よう宜しくお願い申し上げます。 奥谷
お く や

    三宅
み や け

 



 

 

12:30

18:00  

 
はじめまして。今回の広報

誌編集を担当させていただい

た新人ソーシャルワーカーの

三宅です。3 階病棟で介護職

員として勤務し、昨年 11 月

から相談員になりました。未

熟な点ばかりですが、患者様

ご家族様に「木阪病院を利用

してよかった」と尐しでも思

ってもらえるように、日々 

精進したいと思います。 

どうぞ宜しく 

お願い致します。 

広報誌への 

ご意見ご感想、 

お待ちして 

います！ 

 

 職員から一言 

「結婚してこれからも働きながら 

仕事を続けるうえで、院内託児室や

夜間保育もあるので安心です。」 

（Aさん28歳） 

「公休が月に１０日あり連休が取得

できるので嬉しい。」（Fさん33歳） 

 

 科長から一言 

「ピチピチフレッシュマン、ベテラン

さん、お待ちしております。」 

 

お問い合わせ先：082-421-0800  

（担当：総務課 貝
かい

川
かわ

） 

 

 

今回は、病院の顔である 

病院事務を紹介します。 

私たちが、病院の事務スタッフです。 

 私たちは、この施設を「引き続き利用したい」と思っていただけるよ

うに、日々「笑顔をたやさず」、を目標としています。 

 また、「信頼いただけるには日頃から」と考え、皆様の『声』を大切

にしなければならないと考えています。お気軽にお声掛けいただければ

と思います。 

〔相談・会計・お支払い〕月～土曜日 ８：３０～１７：３０ 

月 火 水 木 金 土 月 火 水 木 金 土

田部 川野 齊藤 田部 川野 交代制
8:30～
12:30

木阪 齊藤 木阪 齊藤 木阪 木阪

川野
木阪
智彦

井上 柳 田部 休診
14:30～
18:00

中林 向原 中林 中林 齊藤 休診

午前 坂本 坂本
午後 坂本 坂本

※神経内科は要予約です。

木 阪 病 院 木 阪 ク リ ニ ッ ク

神経
内科

9:00～
12:30

14:30～
17:00


